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砂糖 
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 サトウキビの原産地は、南太平洋の島々で、そこから東南アジアを経て、イ
ンドに伝わったとされます。紀元前2000年ごろにインドで砂糖が使われてお
り、サトウキビから砂糖を作ったのは、インドが最古とされています。インド
の砂糖やサトウキビは、アラビア人によってペルシャやエジプト、中国などへ
と伝えられました。  
 
 ヨーロッパには、11世紀に十字軍が持ち帰り、地中海周辺でサトウキビが
栽培されるようになりました。15世紀に入ると大西洋の探検が少しずつ始ま
りました。スペインがカナリア諸島で、ポルトガルがマディラ諸島でそれぞれ
サトウキビ栽培を開始し、大きな利益を上げました。  
  
 新大陸の発見によって、まず最初に砂糖の大生産地となったのはブラジルの
北東部（ノルデステ）でした。1530年代にサトウキビ栽培が始まり、1630
年にレシフェを中心とする地方がオランダ領となると、さらに生産が促進され
ました。しかし1654年にブラジル北東部が再びポルトガル領となると、サト
ウキビ生産者たちは技術を持ったままカリブ海のイギリスやフランス領に移民
し、1650年代からはカリブ海域において大規模な砂糖プランテーションが相
次いで開発され、この地方が砂糖生産の中心地となりました。 

砂糖の起源 



 砂糖用のテンサイが栽培され始めたのは、1745年にドイツの化学者 アンド
レアス・マルクグラーフ (1709-1782) が飼料用ビートから砂糖を分離するこ
とに成功してからである。その後、マルクグラーフの弟子であった フランツ・
アルシャール (1753-1821) が砂糖の製造試験に成功し、1802年には製糖工
場を建設し、工業化への道を開きました。 
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砂糖の生産 ① 
砂糖のサトウキビ（甘蔗：かんしょ）から生産する方法と、テンサイ（甜菜：さとうだいこ
ん）から作るビート糖、さとう楓から作るメープルシロップ、椰子から作るパームシュガー
等がありますが、ここでいう砂糖はサトウキビから作るものと、テンサイから作るものです。 
甘蔗糖は暑い地方、ビート糖は寒冷な地域で栽培されます。 

甜菜の葉と、 
さとうだいこんと 
呼ばれる根 

サトウキビ畑と 
サトウキビ 
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世界の砂糖需給 

2008年インドのモンスーン時期に雨が降らなかったため、供給不足になりまし
たが、その後は供給過剰状態になっています。 7 



世界の砂糖の需給 
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比較的温暖な地域に生育するさとうきびの最大の生産地はブラジルで、世界の2割
を占めています。次いで砂糖発祥の地インドは、生産では第２位消費では世界１と
なっています。中国やタイでも生産されます。 
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寒冷地で育つてん菜は、欧州やロシア、中国、米国、日本では北海道で生産されています。 
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さとうきびの生産性が良いのはコロンビアです。次いで、エジプト、グアテマラ、米国の
順になっています。 
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さとうきびもてん菜も、トン当たりの産糖量が一番多いのは、オーストラリアです。 
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サトウキビとてん菜を合わせた原料から製造される砂糖の生産が一番多いのは、インドや
中国、タイを含むアジアです。ついで、ブラジルやコロンビアのある南米となります。 
欧州もてん菜を中心に三番目となっています。北米は米国とメキシコ中心です。 
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ブラジルの砂糖需給 



インドの砂糖需給 
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欧州27か国の砂糖需給 
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米国の砂糖需給 
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ロシアの砂糖需給 
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ロシアの砂糖消費量が多いのは、ウォッカの原料は主にライ麦ですが、てん菜が原料都
なったウォッカもあります。砂糖水にイースト菌を入れて室温で4日ほど置き、蒸留さ
せるとウォッカになります。 
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中国の砂糖需給 

2010年まで減少したいた中国の砂糖消費量は増加傾向にあります。年率3.5％で伸び
ています。 



日本の砂糖需給 
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日本は砂糖の7割をタイから輸入しています。豪州が2割弱です。 
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世界の砂糖需給 
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2012／13年度は、140万トン～400
万トン供給過剰だと言われています。 



砂糖価格の変動要因 
① 砂糖価格はもっぱら需給で決まります。 
 
② 供給はブラジルとインドの天候に左右されます。 
 
③ また、欧州や豪州、タイの天候も単独では影響ありませんが、複合すると大きく価格 
  に影響を与えます。 
 
④ 需要はそれほど景気に影響を受けるわけではなく、毎年１～２％の伸び（2,012／ 
  １３年度は、2.8％の伸びが予想されている）程度で、大きくは変動しません。 
 
⑤ すでに新興諸国は中国、インド、ブラジル、ロシアのすべてが主要需要国になって 
  います。ただ、一人当たり消費量でいえば、中国はまだ下位にランクされています。 
 
⑥ ファンドの建玉との相関が他の商品より強く、砂糖でも買うかという程度の興味は 
  あるようです。 
 
⑦ 2008年にインドのモンスーン（6月～9月）にかけて雨が降らず、輸出していた 
  インドが輸入に回ったため、世界的に非常に需給がタイトな状況となりました。 
  そのため、投資家は春になるとインドの干ばつを見越して砂糖を買う傾向があります。 
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砂糖需給の予測機関 
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砂糖関連サイト 

http://alic.alic.go.jp/sugar/index.html 

Sugar Online （有料） 

独立行政法人農畜産業振興機構 

http://www.sugarinfo.co.uk/ 

http://www.isosugar.org/ 
International Sugar Organization 

http://www.ers.usda.gov/topics/crops/sugar-
sweeteners.aspx USDA 



 
株式会社コモディティー インテリジェンス 

では、以下の情報を作成しています。 
配信ご希望の方は以下にメールで配信希望とご記入の上ご連絡ください。 

1カ月程度無料配信させていただきます。 
 

 
毎週月曜日 週刊ゴールド 
毎週火曜日 週刊経済指標 

毎週水曜日 週刊穀物 
毎週木曜日 週刊原油 

毎週金曜日 週刊砂糖またはコーヒー 
毎週金曜日 週刊展望 

月2回のコメ 
 

メール： kondo@commi.cc 
ホームページ： http://commi.cc/ 

 
電話 03-3667-6130 

ファックス： 03-3667-3692 
住所：〒103-0014 東京都中央区日本橋蠣殻町1-11-3-310 

 
31 

31 

mailto:kondo@commi.cc

	商品の基礎知識
	砂糖
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31

